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低身長症を含めて 

小児内科 48巻10号増
大号 

 2016 

加茂登志子 妊娠・出産とうつ病 最新医学 71 1582-1589 2016 

加茂登志子 女性のメンタルヘルス 臨床と研究 93 657-662 2016 

加茂登志子 他 ドメスティック・バイ
オレンス被害母子に対
する親子相互交流療法
の効果に関する研究 

東京女子医科
大学雑誌 

86 E48-E58  2016 

加茂登志子 女性のメンタルヘルス 日本医師会雑
誌 

145 30-34 2016 

 


